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大江健三郎」 ） （ 『新潮』九一巻一二号、二二二
　
二
二五頁、一九九四年）19　「フランコとマルクス 間（フアン・ゴイティソロ論） 」 （ 『新潮』九三巻一〇号、一九六
　
一九七頁、一九九六
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33　「サンドマングの白人入植者とアメリカの植民地」 （ 『文化アイデンティティの未来（一橋大学大学院言語社会研究科主催国際シンポジウム「文明の未来」記録集） 』彩流社、一〇九
　
一二〇頁、二〇〇四年）
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6　（分担翻訳）ベルナール ピヴォ編『理想の図書館』 （三、四、一九章 パピルス 七一三頁、 九九〇年）
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エメ・セゼール『ニグロとして生きる』 （立花英裕 中村隆之共訳、法政大学出版局、二〇一一年） 〔単行本〕
25　
ピエール ブルデュー『国家貴族Ⅰ＆Ⅱ』 （藤原書店、二〇一二年） 〔単行本〕
26　















près la guerre le cauchem























5　（解説） 「ハイチ現代作家解説」 （エミール・オリビエ、アントニー・フェルプス、エドウィージ・ダンティカ、エルシー・スュレナ、リオネル・トルイヨ、ジャン・クロード・フィニョレ、ケトリ・マルス、ヤニック・ラエンズ、フランケチエンヌ） （ 『月光浴
　
ハイチ短篇集』国書刊行会、各一ページ＝計九ページ、二〇〇三年）


























頁、二〇一 年）11　（シンポジウム報告） 「世界文学から見た〈静 な革命〉 」 （ 『ケベック研究』一〇号、七〇
　
八四頁、二〇一八年）
〔学会・学術活動〕1　二〇〇三年度
　
二〇〇八年度：日本フランス語教育学会会長
2　
二〇一六年一〇月
　
現在に至る：日本ケベック学会会長
〔賞罰〕1　二〇〇一年：フランス教育功労賞〔フランス政府〕
2　
二〇〇九年：アメリカ地域フランコフォン功労賞〔カナダ・ケベック州政府〕
